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差異理由表 

No. 差異理由 

①  ・記載の適正化（飲料水系については，設計進捗により解析モデルが変更となったため，解析結果が変更となったもの。）9ページ 

②  
・設計進捗による差異（6 号機地下水排水設備については，6 号機設計が進捗したことにより 7 号機地下水排水設備の一部を共用設

備とすることが確定したため，その旨を追記。）41 ページ 

③  
・記載の適正化（「表 2-11 自然現象による溢水影響」は，「(2) 地震以外の自然現象に伴う溢水」に関する表であるため，「地震」

の項目を省略。）43ページ 

 



 

東京電力ホールディングス株式会社 

資料提出日：2024年 1月 10日 

資料番号  ：KK6添-1-029-3 (比較表) 改 1 

先行審査プラントの記載との比較表（Ⅵ-1-1-9-3 溢水評価条件の設定） 
 

 

1 
本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 青字：柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機と柏崎刈羽原子力発電所第 7 号機との差異 

緑字：柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機と島根原子力発電所第 2 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

   

 

1. 概要 

本資料は，溢水から防護すべき設備の溢水評価に用

いる溢水源及び溢水量並びに溢水防護区画，溢水経路

の設定について説明するものである。 

1. 概要 

本資料は，溢水から防護すべき設備の溢水評価に用

いる溢水源及び溢水量並びに溢水防護区画，溢水経路

の設定について説明するものである。 

・差異なし 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（6号機は7号機と横並びを図った記載としている。） 

   

  

  

 

  

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

2. 溢水源及び溢水量の設定 

溢水影響を評価するために，評価ガイドを踏まえて

発生要因別に分類した以下の溢水を設定し，溢水源及

び溢水量を設定する。 

・溢水影響を評価するために想定する機器の破損等に

より生じる溢水 

・発電所内で生じる異常事態（火災を含む。）の拡大防

止のために設置される系統からの放水による溢水 

・地震に起因する機器の破損等により生じる溢水（使

用済燃料貯蔵プール等のスロッシングにより生じる溢

水を含む。） 

・その他の要因（地下水の流入，地震以外の自然現

象，機器の誤作動等）により生じる溢水 

 

溢水影響を評価するために想定する機器の破損等に

より生じる溢水では，溢水源となり得る機器は，液体

を内包する配管とし，地震に起因する機器の破損等に

より生じる溢水（使用済燃料貯蔵プール等のスロッシ

ングにより生じる溢水を含む。）では溢水源となり得る

機器は，流体を内包する容器（タンク，熱交換器，ろ

過脱塩器等）及び配管として，それぞれにおいて対象

となる機器を系統図により抽出し，抽出された機器が

溢水影響を評価するために想定する機器の破損等にお

ける応力評価又は耐震評価において破損すると評価さ

れた場合，それぞれの評価での溢水源とする。 

溢水影響を評価するために想定する機器の破損等に

より生じる溢水又は発電所内で生じる異常事態（火災

を含む。）の拡大防止のために設置される系統からの放

2. 溢水源及び溢水量の設定 

溢水影響を評価するために，評価ガイドを踏まえて

発生要因別に分類した以下の溢水を設定し，溢水源及

び溢水量を設定する。 

・溢水影響を評価するために想定する機器の破損等に

より生じる溢水 

・発電所内で生じる異常事態（火災を含む。）の拡大

防止のために設置される系統からの放水による溢水 

・地震に起因する機器の破損等により生じる溢水（使

用済燃料貯蔵プール等のスロッシングにより生じる溢

水を含む。） 

・その他の要因（地下水の流入，地震以外の自然現

象，機器の誤作動等）により生じる溢水 

 

溢水影響を評価するために想定する機器の破損等に

より生じる溢水では，溢水源となり得る機器は，液体

を内包する配管とし，地震に起因する機器の破損等に

より生じる溢水（使用済燃料貯蔵プール等のスロッシ

ングにより生じる溢水を含む。）では溢水源となり得

る機器は，流体を内包する容器（タンク，熱交換器，

ろ過脱塩器等）及び配管として，それぞれにおいて対

象となる機器を系統図により抽出し，抽出された機器

が溢水影響を評価するために想定する機器の破損等に

おける応力評価又は耐震評価において破損すると評価

された場合，それぞれの評価での溢水源とする。 

溢水影響を評価するために想定する機器の破損等に

より生じる溢水又は発電所内で生じる異常事態（火災

を含む。）の拡大防止のために設置される系統からの

・差異なし 

 

 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（島根 2号機では「溢水影響を評価するために想定する

機器の破損等により生じる溢水」を「想定破損による溢

水」と定義している。6号機では定義していない。以下

同様。） 

（島根 2号機では「発電所内で生じる異常状態（火災を

含む。）の拡大防止のために設置される系統からの放水

による溢水」を「消火水の放水による溢水」と定義して

いる。6号機では定義していない。以下同様。） 

（島根 2号機では「地震に起因する機器の破損等により

生じる溢水（燃料プール等のスロッシングにより生じる

溢水を含む。）」を「地震起因による溢水」と定義してい

る。6号機では定義していない。以下同様。） 

（島根 2号機では「その他の要因（地下水の流入，地震

以外の自然現象，機器の誤作動等）により生じる溢水」

を「その他の溢水」と定義している。6号機では定義し

ていない。以下同様。） 

（6 号機は 7号機と横並びを図った記載としている。） 
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本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 青字：柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機と柏崎刈羽原子力発電所第 7 号機との差異 
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  ：前回提出時からの変更箇所 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

 

水による溢水の溢水源の想定に当たっては，一系統に

おける単一の機器の破損又は単一箇所での異常状態の

発生とし，他の系統及び機器は健全なものと仮定す

る。また，一系統にて多重性又は多様性を有する機器

がある場合においても，そのうち単一の機器が破損す

ると仮定する。号機間で共用する建屋及び一体構造の

建屋に設置される機器にあっては，共用，非共用機器

に係わらず，その建屋内で単一の溢水源を想定し，建

屋全体の溢水経路を考慮する。 

放水による溢水の溢水源の想定に当たっては，一系統

における単一の機器の破損又は単一箇所での異常状態

の発生とし，他の系統及び機器は健全なものと仮定す

る。また，一系統にて多重性又は多様性を有する機器

がある場合においても，そのうち単一の機器が破損す

ると仮定する。号機間で共用する建屋及び一体構造の

建屋に設置される機器にあっては，共用，非共用機器

に係わらず，その建屋内で単一の溢水源を想定し，建

屋全体の溢水経路を考慮する。 

・差異なし 

 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（島根 2号機は「建物」，6号機は「建屋」と記載して

いる。以下同様。） 

 

   

 

  

 

  

  

  

  

2.1 溢水影響を評価するために想定する機器の破損等

による溢水 

溢水影響を評価するために想定する機器の破損等に

より生じる溢水については，単一の配管の破損による

溢水を想定して，配管の破損箇所を溢水源として設定

する。 

また，破損を想定する配管は，内包する流体のエネ

ルギーに応じて，以下で定義する高エネルギー配管又

は低エネルギー配管に分類する。 

・「高エネルギー配管」とは，呼び径 25A（1B）を超え

る配管でプラントの通常運転時に運転温度が 95℃を超

えるか又は運転圧力が 1.9MPa[gage]を超える配管。た

だし，被水及び蒸気の影響については配管径に関係な

く影響を評価する。 

・「低エネルギー配管」とは呼び径 25A（1B）を超える

配管でプラントの通常運転時に運転温度が 95℃以下

で，かつ運転圧力が 1.9MPa[gage]以下の配管。ただ

し，被水の影響については配管径に関係なく評価す

る。なお，運転圧力が静水頭圧の配管は除く。 

・高エネルギー配管として運転する割合が当該系統の

運転している時間の 2%又はプラント運転期間の 1%より

小さければ，低エネルギー配管として扱う。 

配管の破損形状の想定に当たっては，高エネルギー

配管は，原則「完全全周破断」，低エネルギー配管は，

原則「配管内径の 1/2の長さと配管肉厚の 1/2の幅を

有する貫通クラック」（以下「貫通クラック」とい

2.1 溢水影響を評価するために想定する機器の破損

等により生じる溢水 

溢水影響を評価するために想定する機器の破損等に

より生じる溢水については，単一の配管の破損による

溢水を想定して，配管の破損箇所を溢水源として設定

する。 

また，破損を想定する配管は，内包する流体のエネ

ルギーに応じて，以下で定義する高エネルギー配管又

は低エネルギー配管に分類する。 

・「高エネルギー配管」とは，呼び径 25A（1B）を超え

る配管でプラントの通常運転時に運転温度が 95℃を超

えるか又は運転圧力が 1.9MPa[gage]を超える配管。た

だし，被水及び蒸気の影響については配管径に関係な

く影響を評価する。 

・「低エネルギー配管」とは呼び径 25A（1B）を超える

配管でプラントの通常運転時に運転温度が 95℃以下

で，かつ運転圧力が 1.9MPa[gage]以下の配管。ただ

し，被水の影響については配管径に関係なく評価す

る。なお，運転圧力が静水頭圧の配管は除く。 

・高エネルギー配管として運転する割合が当該系統の

運転している時間の 2%又はプラント運転期間の 1%よ

り小さければ，低エネルギー配管として扱う。 

配管の破損形状の想定に当たっては，高エネルギー

配管は，原則「完全全周破断」，低エネルギー配管

は，原則「貫通クラック」を想定する。ただし，評価

ガイド附属書Ａに基づく応力評価の結果，発生応力が

・記載の適正化 

（「原子力発電所の内部溢水影響評価ガイド」の表現に

あわせて記載を適正化） 

 

 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（島根 2号機は「低エネルギ配管」及び「高エネルギ

配管」，6号機は「原子力発電所の内部溢水影響評価ガ

イド」に基づき「低エネルギー配管」及び「高エネル

ギー配管」と記載している。以下同様。） 

（ゲージ圧力の単位について，島根 2号機は

「MPa[gauge]」，6号機は「MPa[gage]」と記載してい

る。以下同様。） 

（6 号機は 7号機と横並びを図った記載としている。） 

 

 

 

 

 

 

・記載の適正化 

（「貫通クラック」については，Ⅵ-1-1-9-1「溢水等に

よる損傷防止の基本方針」にて定義していることか

ら，記載を適正化） 



 

3 
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う。）を想定する。ただし，評価ガイド附属書Ａに基づ

く応力評価の結果，発生応力が許容応力の 0.4倍を下

回ることを確認した低エネルギー配管については，破

損想定不要とする。 

 

ここで，評価ガイド附属書Ａに基づく応力評価の結

果，破損想定不要とした配管は，評価結果に影響する

ような減肉がないことを確認するために，継続的な肉

厚管理を実施する。 

また，高エネルギー配管として運転している時間の

割合が，当該系統の運転している時間の 2%又はプラン

ト運転期間の 1%より小さいことから，低エネルギー配

管とする系統（ほう酸水注入系，残留熱除去系，高圧

炉心注水系，原子炉隔離時冷却系及び高圧代替注水

系）については，運転時間実績管理を実施する。 

 

 

 

(1) 溢水源の設定 

高エネルギー配管及び低エネルギー配管に対して，

想定される破損形状に基づいた溢水源及び溢水量を設

定する。 

想定破損評価対象配管を応力評価する際には，評価

ガイド附属書Ａに基づく応力評価を，3次元はりモデ

ルを用いて実施する。 

評価で用いる解析コード SAP-IV及び MSAP（配管）

PC1.0は耐震評価と同じ使用方法で用いる。 

 

a. 配管破損を考慮する高エネルギー配管の抽出及び

破損想定 

液体又は蒸気を内包し，防護すべき設備へ影響を与

える高エネルギー配管を有する全ての系統を抽出す

る。被水及び蒸気影響を評価する場合は 25A（1B）以

下の配管も考慮する。 

 

許容応力の 0.4倍を下回ることを確認した低エネルギ

ー配管については，破損想定不要とする。 

 

 

 

ここで，評価ガイド附属書Ａに基づく応力評価の結

果，破損想定不要とした配管は，評価結果に影響する

ような減肉がないことを確認するために，継続的な肉

厚管理を実施する。 

また，高エネルギー配管として運転している時間の

割合が，当該系統の運転している時間の 2%又はプラン

ト運転期間の 1%より小さいことから，低エネルギー配

管とする系統（ほう酸水注入系，残留熱除去系，高圧

炉心注水系，原子炉隔離時冷却系及び高圧代替注水

系）については，運転時間実績管理を実施する。 

 

 

 

(1) 溢水源の設定 

高エネルギー配管及び低エネルギー配管に対して，

想定される破損形状に基づいた溢水源及び溢水量を設

定する。 

想定破損評価対象配管を応力評価する際には，評価

ガイド附属書Ａに基づく応力評価を，3次元はりモデ

ルを用いて実施する。 

評価で用いる解析コードＩＳＡＰ-Ⅳ及びＳＯＬＶ

ＥＲは耐震評価と同じ使用方法で用いる。 

 

a. 配管破損を考慮する高エネルギー配管の抽出及び

破損想定 

液体又は蒸気を内包し，防護すべき設備へ影響を与

える高エネルギー配管を有する全ての系統を抽出す

る。被水及び蒸気影響を評価する場合は 25A（1B）以

下の配管も考慮する。 

 

・差異なし 

 

【島根との差異】 

・設備設計の差異 

（6 号機では，原子力発電所の内部溢水影響評価ガイ

ド附属書Ａに基づく想定破損除外評価を「低エネルギ

ー配管」のみに適用しているため，「高エネルギー配

管」の場合の想定破損除外評価の条件を記載していな

い。 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（島根 2号機の「残留熱除去系」及び「低圧炉心スプ

レイ系」は，6号機では「残留熱除去系」と記載して

いる。） 

（島根 2号機は「高圧炉心スプレイ系」，6号機は「高

圧炉心注水系」と記載している。） 

（島根 2号機は「高圧原子炉代替注水系」，6号機は

「高圧代替注水系」と記載している。） 

（島根 2号機の「低圧原子炉代替注水系」は，6号機

では「低圧代替注水系」に該当する。「低圧代替注水

系」は「残留熱除去系」及び「高圧炉心注水系」に含

まれており，記載していない。） 

（島根 2号機の「残留熱代替除去系」は，6号機では

「代替循環冷却系」に該当する。「代替循環冷却系」は

「残留熱除去系」及び「高圧炉心注水系」に含まれて

おり，記載していない。） 

（6 号機は 7号機と横並びを図った記載としている。） 

 

・設備設計の差異 

（設工認申請号機の違いによる解析コードの差異） 
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抽出した高エネルギー配管を有する系統について，

想定する破損形状を第 2－1表に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第2－1表 高エネルギー配管を有する系統の想定する

破損形状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

抽出した高エネルギー配管を有する系統について，

想定する破損形状を表 2－1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－1 高エネルギー配管を有する系統の想定する破

損形状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

【島根との差異】 

・設備設計の差異 

（6 号機では，原子力発電所の内部溢水影響評価ガイ

ド附属書Ａに基づく想定破損除外評価を「低エネルギ

ー配管」のみに適用しているため，「高エネルギー配

管」の場合の想定破損除外評価の条件を記載していな

い。 

 

・表現上の差異 
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b. 配管破損を考慮する低エネルギー配管の抽出及び

破損想定 

液体を内包し，防護すべき設備に影響を与える低エ

ネルギー配管を有する全ての系統を抽出する。評価ガ

イドを踏まえて，静水頭圧の配管は対象外とし，口径

が 25A（1B）以下の配管は被水影響のみ考慮する。 

低エネルギー配管は，任意の箇所での貫通クラック

を想定するが，評価ガイド附属書Ａに基づく応力評価

を実施し，発生応力が許容応力の 0.4倍を下回ること

を確認した配管においては，破損想定不要とする。 

抽出した低エネルギー配管を有する系統について，

想定する破損形状を第 2－2表に示す。また，破損想定

不要とする配管の応力評価結果を第 2－3表に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b. 配管破損を考慮する低エネルギー配管の抽出及び

破損想定 

液体を内包し，防護すべき設備に影響を与える低エ

ネルギー配管を有する全ての系統を抽出する。評価ガ

イドを踏まえて，静水頭圧の配管は対象外とし，口径

が 25A（1B）以下の配管は被水影響のみ考慮する。 

低エネルギー配管は，任意の箇所での貫通クラック

を想定するが，評価ガイド附属書Ａに基づく応力評価

を実施し，発生応力が許容応力の 0.4倍を下回ること

を確認した配管においては，破損想定不要とする。 

抽出した低エネルギー配管を有する系統について，

想定する破損形状を表 2－2に示す。また，破損想定

不要とする配管の応力評価結果を表 2－3に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【島根との差異】 

・設備設計の差異 

（6 号機では，原子力発電所の内部溢水影響評価ガイ

ド附属書Ａに基づく想定破損除外評価を「低エネルギ

ー配管」のみに適用しているため，「高エネルギー配

管」の場合の想定破損除外評価の結果を記載していな

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（島根 2号機は「呼び径」，6号機は「口径」と記載し

ている。以下同様。） 

（6 号機は 7号機と横並びを図った記載としている。） 

 

 

・表現上の差異 
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第 2－2表 低エネルギー配管を有する系統の想定する

破損 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－2 低エネルギー配管を有する系統の想定する破

損（1/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（島根 2号機と 6号機で設備名称が異なる。以下同様。） 

 

【島根との差異】 

・設備構成の差異 

（島根 2号機と 6号機で設備構成が異なる。以下同様。） 
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第 2－2表 低エネルギー配管を有する系統の想定する

破損 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－2 低エネルギー配管を有する系統の想定する破

損（2/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 
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第 2－3表 破損想定不要とする低エネルギー配管の応

力評価結果（1/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－3 破損想定不要とする低エネルギー配管の応力

評価結果（1/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 

 

・設備設計の差異 

（設工認申請号機の違いによる評価結果の差異） 

 

【島根との差異】 

・プラント固有の差異 

（溢水発生防止対策に関する設計の違いにより，原子

力発電所の内部溢水影響評価ガイド附属書Ａに基づく

想定破損除外評価を実施する系統及び範囲が異なる。

以下同様。） 
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第 2－3表 破損想定不要とする低エネルギー配管の応

力評価結果（2/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2－3 破損想定不要とする低エネルギー配管の応力

評価結果（2/3） 

 

 

表 2－3 破損想定不要とする低エネルギー配管の応力

評価結果（3/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 

 

・設備設計の差異 

（設工認申請号機の違いによる評価結果の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の適正化 

（飲料水系については，設計進捗により解析モデルが

変更となったため，解析結果が変更となったもの。） 
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(2) 溢水量の設定 

溢水評価では，「(1) 溢水源の設定」において設定

した破損形状による溢水を想定し，異常の検知，事象

の判断及び漏えい箇所の特定並びに漏えい箇所の隔離

等による漏えい停止するまでの時間を適切に考慮し，

想定する破損箇所から流出した溢水量と隔離後の溢水

量として隔離範囲内の系統の保有水量を合算して溢水

量を算出する。想定する破損箇所は防護すべき設備へ

の溢水影響が最も大きくなる位置とする。 

破損を想定する配管については，以下の手法を用い

て溢水量の算定を行う。 

・完全全周破断の場合は，原則として，保守的に系統

の定格流量とし，系統上の破断位置，口径，流体圧力

等を考慮することにより，より適切な値が定量的に算

定できる場合はその値を流出流量とする。 

・貫通クラックの場合は，破断面積，損失係数及び水

頭を用いて以下の計算式より求める。 

 

 

 

Q=A×C×（2×g×h）1/2×3600 

 

Q：流出流量（m3/h） A：破断面積（m2） C：損失係

数 g：重力加速度（m/s2） h：水頭(m) 

 

 

 

 

ここで算出する損失係数は破断箇所の断面形状等を

もとに 0.82 とする。また，破断面積(A)及び水頭(h)

は，原則として系統全体の最大値（最大口径，最大肉

厚，配管の最高使用圧力）を使用するが，破断を想定

する箇所を特定し，その箇所における口径，肉厚，圧

力が明確な場合は，その値を使用する。 

・溢水の発生後，溢水を検知し隔離するまでの隔離時

(2) 溢水量の設定 

溢水評価では，「(1) 溢水源の設定」において設定

した破損形状による溢水を想定し，異常の検知，事象

の判断及び漏えい箇所の特定並びに漏えい箇所の隔離

等による漏えい停止するまでの時間を適切に考慮し，

想定する破損箇所から流出した溢水量と隔離後の溢水

量として隔離範囲内の系統の保有水量を合算して溢水

量を算出する。想定する破損箇所は防護すべき設備へ

の溢水影響が最も大きくなる位置とする。 

破損を想定する配管については，以下の手法を用い

て溢水量の算定を行う。 

・完全全周破断の場合は，原則として，保守的に系統

の定格流量とし，系統上の破断位置，口径，流体圧力

等を考慮することにより，より適切な値が定量的に算

定できる場合はその値を流出流量とする。 

・貫通クラックの場合は，破断面積，損失係数及び水

頭を用いて以下の計算式より求める。 

 

 

 

Ｑ=Ａ×Ｃ×（2×ｇ×ｈ）1/2×3600 

 

Ｑ：流出流量(m3/h)   

Ａ：破断面積(m2)  

Ｃ：損失係数  

ｇ：重力加速度(m/s2) 

ｈ：水頭(m) 

 

ここで算出する損失係数は破断箇所の断面形状等を

もとに 0.82とする。また，破断面積(A)及び水頭(h)

は，原則として系統全体の最大値（最大口径，最大肉

厚，配管の最高使用圧力）を使用するが，破断を想定

する箇所を特定し，その箇所における口径，肉厚，圧

力が明確な場合は，その値を使用する。 

・溢水の発生後，溢水を検知し隔離するまでの隔離時

・差異なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（島根 2号機は「√」，6号機は「1/2」と記載している。） 
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間を，手動隔離及び自動隔離を想定し設定する。評価

した隔離までの時間に流出流量を乗じて系統保有水量

を加えた溢水量を算定する。 

・系統保有水量は，配管内及びポンプ等機器内の保有

水量の合計値に，保守的に 1.1倍の安全率を乗じた値

を使用する。ただし，配管の高さや引き回し等の観点

から流出しないと判断できる範囲を明確に示せる場合

は，その範囲を除いた保有水量を用いる。また，屋外

タンク等，公称容量が定められ，想定する保有水量が

大きく変動する可能性の少ない機器に関しては，1.1

倍の安全率を乗ずる対象から除外する。 

 

なお，純水補給水系は純水タンク No3,4，雑用水系

及び消火系はろ過水タンク No3,4を水源としている

が，常時片側のタンクのみ系統に供給する運用として

いることから，それぞれの系統保有水量の水源分はタ

ンク 1基分とする。 

 

 

 

・隔離までの流出流量に関しては，補給水や他系統か

らの回り込みを考慮する。 

・溢水量を比較して最大となる溢水量を，当該系統の

没水評価に用いる溢水量として設定する。設定した溢

水量を第 2－4表に示す。 

なお，配管の溢水影響を評価するために想定する機

器の破損等による溢水において，溢水量を制限するた

めに漏えい停止操作に期待する場合は，的確に操作を

行うために手順を整備する。 

 

 

 

 

 

 

間を，手動隔離及び自動隔離を想定し設定する。評価

した隔離までの時間に流出流量を乗じて系統保有水量

を加えた溢水量を算定する。 

・系統保有水量は，配管内及びポンプ等機器内の保有

水量の合計値に，保守的に 1.1倍の安全率を乗じた値

を使用する。ただし，配管の高さや引き回し等の観点

から流出しないと判断できる範囲を明確に示せる場合

は，その範囲を除いた保有水量を用いる。また，屋外

タンク等，公称容量が定められ，想定する保有水量が

大きく変動する可能性の少ない機器に関しては，1.1

倍の安全率を乗ずる対象から除外する。 

 

なお，純水補給水系は純水タンク No3,4，雑用水系

及び消火系はろ過水タンク No3,4を水源としている

が，常時片側のタンクのみ系統に供給する運用として

いることから，それぞれの系統保有水量の水源分はタ

ンク 1 基分とする。 

 

 

 

・隔離までの流出流量に関しては，補給水や他系統か

らの回り込みを考慮する。 

・溢水量を比較して最大となる溢水量を，当該系統の

没水評価に用いる溢水量として設定する。設定した溢

水量を表 2－4に示す。 

なお，配管の溢水影響を評価するために想定する機

器の破損等による溢水において，溢水量を制限するた

めに漏えい停止操作に期待する場合は，的確に操作を

行うために手順を整備する。 

 

 

 

 

 

 

・差異なし 

 

 

 

【島根との差異】 

・設備設計の差異 

（島根 2 号機と 6 号機で保有水量の算出において考慮

する安全率の考え方が異なる。） 

 

 

 

 

【島根との差異】 

・設計方針の差異 

（島根 2号機では，溢水影響の大きいタンクについて

空運用又は保有水量を制限する運用としているが，6

号機では溢水影響の大きいろ過水タンク及び純水タン

クについて常時一基隔離を実施し，系統保有水量を低

減する運用としている。） 

 

 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（6 号機は 7号機と横並びを図った記載としている。） 
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第 2－4表 配管の溢水影響を評価するために想定する

機器の破損等による溢水量の設定 

 

 

表 2－4 配管の溢水影響を評価するために想定する機

器の破損等による溢水量の設定 

 

・表現上の差異 

 

・設備設計の差異 

（設工認申請号機の違いによる評価結果の差異） 

 

【島根との差異】 

・設備設計の差異 

（島根 2号機と 6号機で設備設計（系統構成，各系統の

配管長，想定破損除外の範囲等）が異なるため，想定破

損による溢水量が異なる。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

2.2 発電所内で生じる異常事態（火災を含む。）の拡

大防止のために設置される系統からの放水による溢水 

消火水の放水による放水量については，発電用原子

炉施設内に設置される消火設備等からの放水を溢水源

として設定する。火災発生時には，1箇所の火災源を

消火することを想定するため溢水源となる区画は 1箇

所となる。なお，消火活動により区画の扉を開放する

場合は，開放した扉からの消火水の伝播を考慮した溢

水経路とし，火災により壁貫通部止水処置の機能を損

なうおそれがある場合は，当該貫通部止水処置の止水

機能は喪失することとする。 

なお，消火水を使用しない消火手段であるハロゲン

化物消火設備又は二酸化炭素消火設備を設置する区画

は，溢水の影響はないこととする。 

 

2.2 発電所内で生じる異常事態（火災を含む。）の拡

大防止のために設置される系統からの放水による溢水 

消火水の放水による放水量については，発電用原子

炉施設内に設置される消火設備等からの放水を溢水源

として設定する。火災発生時には，1箇所の火災源を

消火することを想定するため溢水源となる区画は 1箇

所となる。なお，消火活動により区画の扉を開放する

場合は，開放した扉からの消火水の伝播を考慮した溢

水経路とし，火災により壁貫通部止水処置の機能を損

なうおそれがある場合は，当該貫通部止水処置の止水

機能は喪失することとする。 

なお，消火水を使用しない消火手段であるハロゲン

化物消火設備又は二酸化炭素消火設備を設置する区画

は，溢水の影響はないこととする。 

 

・差異なし 

 

 

 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（6 号機は 7号機と横並びを図った記載としている。） 

 

 

 

【島根との差異】 

・設備構成の差異 

（島根 2号機と 6号機で消火手段が異なる。） 

 



 

13 
本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 青字：柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機と柏崎刈羽原子力発電所第 7 号機との差異 

緑字：柏崎刈羽原子力発電所第 6 号機と島根原子力発電所第 2 号機との差異 

  ：前回提出時からの変更箇所 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

   

  

 

 

 

   

 

 

   

  

(1) 溢水源の設定 

発電所内で生じる異常事態（火災を含む。）の拡大防

止のために設置される系統からの放水による溢水につ

いては，発電用原子炉施設内に設置される消火設備等

からの放水を溢水源として設定する。 

消火栓以外の設備としては，スプリンクラや格納容

器スプレイ冷却系があるが，防護すべき設備が設置さ

れている建屋には，スプリンクラは設置しない設計と

し，それ以外の箇所に設置されたスプリンクラに対し

ては，その作動による溢水の流入により，防護すべき

設備が要求される機能を損なわない設計とすることか

ら溢水源として想定しない。また，原子炉格納容器内

の防護すべき設備については，格納容器スプレイ冷却

系の作動によって発生する溢水により安全機能を損な

わない設計とする。なお，格納容器スプレイ冷却系

は，単一故障による誤作動が発生しないように設計上

考慮されていることから誤作動による溢水は想定しな

い。 

 

 

a. 放水時間の設定 

消火栓からの放水時間については一律 3時間を設定

する。 

 

 

 

 

 

(2) 溢水量の設定 

消火設備等からの単位時間当たりの放水量と放水時

間から溢水量を設定する。 

屋内の消火栓からの溢水量の算定に用いる放水流量

は，消防法施行令第 11条に規定される，「屋内消火栓

設備に関する基準」により定められる必要水量

（130ℓ/min 以上）を満たす系統設計仕様の水量

(1) 溢水源の設定 

発電所内で生じる異常事態（火災を含む。）の拡大

防止のために設置される系統からの放水による溢水に

ついては，発電用原子炉施設内に設置される消火設備

等からの放水を溢水源として設定する。 

消火栓以外の設備としては，スプリンクラや格納容

器スプレイ冷却系があるが，防護すべき設備が設置さ

れている建屋には，スプリンクラは設置しない設計と

し，それ以外の箇所に設置されたスプリンクラに対し

ては，その作動による溢水の流入により，防護すべき

設備が要求される機能を損なわない設計とすることか

ら溢水源として想定しない。また，原子炉格納容器内

の防護すべき設備については，格納容器スプレイ冷却

系の作動によって発生する溢水により安全機能を損な

わない設計とする。なお，格納容器スプレイ冷却系

は，単一故障による誤作動が発生しないように設計上

考慮されていることから誤作動による溢水は想定しな

い。 

 

 

a. 放水時間の設定 

消火栓からの放水時間については一律 3時間を設定

する。 

 

 

 

 

 

(2) 溢水量の設定 

消火設備等からの単位時間当たりの放水量と放水時

間から溢水量を設定する。 

屋内の消火栓からの溢水量の算定に用いる放水流量

は，消防法施行令第 11条に規定される，「屋内消火栓

設備に関する基準」により定められる必要水量

(130ℓ/min 以上)を満たす系統設計仕様の水量

・差異なし 

 

 

 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（島根 2号機は「残留熱除去系（格納容器冷却モー

ド）」，6号機は「格納容器スプレイ冷却系」と記載し

ている。） 

（6 号機は 7号機と横並びを図った記載としている。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【島根との差異】 

・設計方針の差異 

（消火栓からの放水時間について，島根 2号機は原子

力発電所の内部溢水影響評価ガイドの「消火栓からの

溢水量」算出の例に基づき，3時間を基本とし，火災

源が小さい場合においては，「火災荷重」及び「等価火

災時間」を用いて設定しているが，6号機は一律 3時

間としている。 
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（150ℓ/min）とし，この値を 2倍した流量を流出流量

とする。 

流出流量：150ℓ/min×2=300ℓ/min 

           =18m3/h 

溢水量：18m3/h×3.0時間=54.0m3 

(150ℓ/min)とし，この値を 2倍した流量を流出流量と

する。 

流出流量：150ℓ/min×2=300ℓ/min 

           =18m3/h 

溢水量：18m3/h×3.0時間=54.0m3 

・差異なし 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（6 号機は 7号機と横並びを図った記載としている。） 

 

 

  

 

 

 

   

  

 

 

  

 

 

2.3 地震に起因する機器の破損等により生じる溢水

（使用済燃料貯蔵プール等のスロッシングにより生じ

る溢水を含む。） 

 

(1) 溢水源の設定 

地震に起因する機器の破損等により生じる溢水（使

用済燃料貯蔵プール等のスロッシングにより生じる溢

水を含む。）については，溢水源となり得る機器（流体

を内包する機器）のうち，基準地震動Ｓｓに対する耐

震性を確認していない機器及び基準地震動Ｓｓによる

地震力により生じる使用済燃料貯蔵プール等のスロッ

シングによる漏水を溢水源として設定する。 

耐震Ｓクラス機器については，基準地震動Ｓｓによ

る地震力によって破損は生じないことから溢水源とし

て設定しない。また，耐震Ｂ，Ｃクラス機器のうち耐

震対策工事の実施あるいは設計上の裕度の考慮によ

り，基準地震動Ｓｓの地震力に対して耐震性が確保さ

れているものについては溢水源として想定しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3 地震に起因する機器の破損等により生じる溢水

（使用済燃料貯蔵プール等のスロッシングにより生じ

る溢水を含む。） 

 

(1) 溢水源の設定 

地震に起因する機器の破損等により生じる溢水（使

用済燃料貯蔵プール等のスロッシングにより生じる溢

水を含む。）については，溢水源となり得る機器（流

体を内包する機器）のうち，基準地震動Ｓｓに対する

耐震性を確認していない機器及び基準地震動Ｓｓによ

る地震力により生じる使用済燃料貯蔵プール等のスロ

ッシングによる漏水を溢水源として設定する。 

耐震Ｓクラス機器については，基準地震動Ｓｓによ

る地震力によって破損は生じないことから溢水源とし

て設定しない。また，耐震Ｂ，Ｃクラス機器のうち耐

震対策工事の実施あるいは設計上の裕度の考慮によ

り，基準地震動Ｓｓの地震力に対して耐震性が確保さ

れているものについては溢水源として想定しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・差異なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（島根 2号機は「Ｓクラス機器」及び「Ｂ及びＣクラ

ス機器」，6号機は「耐震Ｓクラス機器」及び「耐震Ｂ

及びＣクラス機器」と記載している。以下同様。） 

（6 号機は 7号機と横並びを図った記載としている。） 

 

【島根との差異】 

・設計方針の差異 

（島根 2号機では，溢水影響の大きいタンクについて

空運用又は保有水量を制限する運用としているが，6

号機では溢水影響の大きいろ過水タンク及び純水タン

クについて常時一基隔離を実施し，系統保有水量を低

減する運用としている。） 
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なお，放射性物質を含む液体の管理区域外漏えいに

関する評価を行う場合については，溢水源となり得る

機器（流体を内包する機器）のうち，要求される地震

力により破損が生じる機器による漏水を溢水源として

設定する。 

溢水源としない機器の具体的な耐震計算をⅤ-2 

「耐震性に関する説明書」のうち別添2「溢水防護に係

る施設の耐震性に関する説明書」に示す。 

 

(2) 溢水量の設定 

溢水量の算出に当たっては，溢水が生じるとした機

器のうち防護すべき設備への溢水の影響が最も大きく

なる位置で漏水が生じるものとして評価する。溢水源

となる配管については破損形状を完全全周破断とし，

溢水源となる容器については全保有水量を考慮した上

で，溢水量を算出する。 

また，漏えい検知による漏えい停止に期待する場合

は，漏えい停止までの隔離時間を考慮し，配管の破損

箇所から流出した漏水量と隔離後の溢水量として隔離

範囲内の系統の保有水量を合算して設定する。ここ

で，漏水量は，配管の破損箇所からの流出流量に隔離

時間を乗じて設定する。なお，地震による機器の破損

が複数箇所で同時に発生する可能性を考慮し，漏えい

検知による自動隔離機能を有する場合を除き，隔離に

よる漏えい停止は期待しない。 

以上の条件により設定した機器の破損に伴う溢水量

を第2－5表に示す。使用済燃料貯蔵プールのスロッシ

ングによる溢水量の算出に当たっては，「(3) 使用済

燃料貯蔵プールのスロッシングによる溢水量につい

て」に記載する。 

 

 

 

 

 

なお，放射性物質を含む液体の管理区域外漏えいに

関する評価を行う場合については，溢水源となり得る

機器（流体を内包する機器）のうち，要求される地震

力により破損が生じる機器による漏水を溢水源として

設定する。 

溢水源としない機器の具体的な耐震計算をⅥ-2 

「耐震性に関する説明書」のうち別添 2「溢水防護に

係る施設の耐震性に関する説明書」に示す。 

 

(2) 溢水量の設定 

溢水量の算出に当たっては，溢水が生じるとした機

器のうち防護すべき設備への溢水の影響が最も大きく

なる位置で漏水が生じるものとして評価する。溢水源

となる配管については破損形状を完全全周破断とし，

溢水源となる容器については全保有水量を考慮した上

で，溢水量を算出する。 

また，漏えい検知による漏えい停止に期待する場合

は，漏えい停止までの隔離時間を考慮し，配管の破損

箇所から流出した漏水量と隔離後の溢水量として隔離

範囲内の系統の保有水量を合算して設定する。ここ

で，漏水量は，配管の破損箇所からの流出流量に隔離

時間を乗じて設定する。なお，地震による機器の破損

が複数箇所で同時に発生する可能性を考慮し，漏えい

検知による自動隔離機能を有する場合を除き，隔離に

よる漏えい停止は期待しない。 

以上の条件により設定した機器の破損に伴う溢水量

を表 2－5に示す。使用済燃料貯蔵プールのスロッシ

ングによる溢水量の算出に当たっては，「(3) 使用済

燃料貯蔵プール等のスロッシングによる溢水量につい

て」に記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（6 号機は 7号機と横並びを図った記載としている。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表現上の差異 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（島根 2号機は，使用済燃料貯蔵プールのスロッシン

グによる溢水量の内容を後段（18ページ）に記載して

いる。） 
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【島根との差異】 

・設備構成の差異 

（6 号機は「大型タンク隔離システム」を設置してい

ない。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【島根との差異】 

・設備構成の差異 

（6 号機は「燃料プール冷却系弁閉止システム」を設

置していない。） 
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タービン建屋の循環水ポンプを設置するエリアにつ

いては，基準地震動Ｓｓによる地震力に対して，循環

水配管の伸縮継手の全円周状破損により発生する溢水

を想定して，循環水ポンプが没水し，停止するまでの

間に生じる溢水量を設定する。その際，循環水配管の

破損箇所からの津波の流入量も考慮する。溢水量の算

出については，「(4) タービン建屋の循環水ポンプを

設置するエリアにおける溢水量について」に記載す

る。 

 

タービン建屋の復水器を設置するエリアについて

は，基準地震動Ｓｓによる地震力に対して，循環水配

管上の伸縮継手の全円周状破損により発生する溢水を

想定し，漏えい検知により復水器水室出入口弁が閉止

するまでの間に生じる溢水量を設定する。その際，循

環水系隔離システムによる自動隔離機能に期待すると

ともに，循環水配管の破損箇所からの津波の流入量も

考慮する。溢水量の算出については，「(5) タービン

建屋の復水器を設置するエリアにおける溢水量につい

て」に記載する。 

 

 

タービン建屋のタービン補機冷却水系熱交換器を設

置するエリアについては，基準地震動Ｓｓによる地震

力に対して，タービン補機冷却海水系配管の破損を想

定し，漏えい検知によるタービン補機冷却海水ポンプ

吐出弁が閉止するまでの間に生じる溢水量を設定す

る。その際，タービン補機冷却海水系隔離システムに

よる自動隔離機能に期待するとともに，タービン補機

冷却海水系配管からの津波の流入量も考慮する。溢水

量の算出については，「(6) タービン建屋のタービン

補機冷却水系熱交換器を設置するエリアにおける溢水

量について」に記載する。 

 

 

タービン建屋の循環水ポンプを設置するエリアにつ

いては，基準地震動Ｓｓによる地震力に対して， 

循環水配管の伸縮継手の全円周状破損により発生する

溢水を想定して，循環水ポンプが没水し，停止するま

での間に生じる溢水量を設定する。その際，循環水配

管の破損箇所からの津波の流入量も考慮する。溢水量

の算出については，「(4) タービン建屋の循環水ポン

プを設置するエリアにおける溢水量について」に記載

する。 

 

タービン建屋の復水器を設置するエリアについて

は，基準地震動Ｓｓによる地震力に対して，循環水配

管上の伸縮継手の全円周状破損により発生する溢水を

想定し，漏えい検知により復水器水室出入口弁が閉止

するまでの間に生じる溢水量を設定する。その際，循

環水系隔離システムによる自動隔離機能に期待すると

ともに，循環水配管の破損箇所からの津波の流入量も

考慮する。溢水量の算出については，「(5) タービン

建屋の復水器を設置するエリアにおける溢水量につい

て」に記載する。 

 

 

タービン建屋のタービン補機冷却水系熱交換器を設

置するエリアについては，基準地震動Ｓｓによる地震

力に対して，タービン補機冷却海水系配管の破損を想

定し，漏えい検知によるタービン補機冷却海水ポンプ

吐出弁が閉止するまでの間に生じる溢水量を設定す

る。その際，タービン補機冷却海水系隔離システムに

よる自動隔離機能に期待するとともに，タービン補機

冷却海水系配管からの津波の流入量も考慮する。溢水

量の算出については，「(6) タービン建屋のタービン

補機冷却水系熱交換器を設置するエリアにおける溢水

量について」に記載する。 

 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（島根 2号機は，「取水槽循環水ポンプエリアからの溢

水に対する評価方法」を「Ⅵ-1-1-9-4 溢水影響に関

する評価 2.3.2 取水槽循環水ポンプエリアからの溢

水に対する評価」に記載している。） 

 

 

 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（6 号機は 7号機と横並びを図った記載としている。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（6 号機は 7号機と横並びを図った記載としている。） 
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  ：前回提出時からの変更箇所 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第2－5表 地震に起因する機器の破損に伴う溢水量 

（原子炉建屋）【柏崎刈羽7号機】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－5 地震に起因する機器の破損に伴う溢水量

（1/13）（原子炉建屋）【柏崎刈羽 6号機】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（6 号機は，使用済燃料貯蔵プールのスロッシングに

よる溢水量の内容を前段（15ページ）に記載してい

る。） 

 

 

・表現上の差異 

 

・設備設計の差異 

（設工認申請号機の違いによる評価結果の差異） 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（6 号機は 7号機と横並びを図った表の記載としてい

る。） 

 

【島根との差異】 

・設備設計の差異 

（島根 2号機と 6号機で設備設計（系統構成，各系統の

配管長，低耐震機器のＳｓ機能維持評価の範囲等）が異

なるため，地震起因による溢水量が異なる。以下同様。） 
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第2－5表 地震に起因する機器の破損に伴う溢水量 

（原子炉建屋）【柏崎刈羽7号機】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－5 地震に起因する機器の破損に伴う溢水量

（2/13）（原子炉建屋）【柏崎刈羽 6号機】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 

 

・設備設計の差異 

（設工認申請号機の違いによる評価結果の差異） 
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第2－5表 地震に起因する機器の破損に伴う溢水量 

（原子炉建屋）【柏崎刈羽7号機】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－5 地震に起因する機器の破損に伴う溢水量

（3/13）（原子炉建屋）【柏崎刈羽 6号機】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 

 

・設備設計の差異 

（設工認申請号機の違いによる評価結果の差異） 
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第2－5表 地震に起因する機器の破損に伴う溢水量 

（原子炉建屋）【柏崎刈羽7号機】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－5 地震に起因する機器の破損に伴う溢水量

（4/13）（原子炉建屋）【柏崎刈羽 6号機】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 

 

・設備設計の差異 

（設工認申請号機の違いによる評価結果の差異） 
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第2－5表 地震に起因する機器の破損に伴う溢水量 

（タービン建屋）【柏崎刈羽7号機】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－5 地震に起因する機器の破損に伴う溢水量

（5/13）（タービン建屋）【柏崎刈羽 6号機】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 

 

・設備設計の差異 

（設工認申請号機の違いによる評価結果の差異） 
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第2－5表 地震に起因する機器の破損に伴う溢水量 

（タービン建屋）【柏崎刈羽7号機】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－5 地震に起因する機器の破損に伴う溢水量

（6/13）（タービン建屋）【柏崎刈羽 6号機】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 

 

・設備設計の差異 

（設工認申請号機の違いによる評価結果の差異） 
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第2－5表 地震に起因する機器の破損に伴う溢水量 

（タービン建屋）【柏崎刈羽7号機】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－5 地震に起因する機器の破損に伴う溢水量

（7/13）（タービン建屋）【柏崎刈羽 6号機】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 

 

・設備設計の差異 

（設工認申請号機の違いによる評価結果の差異） 
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第2－5表 地震に起因する機器の破損に伴う溢水量 

（コントロール建屋）【柏崎刈羽6号及び7号機】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－5 地震に起因する機器の破損に伴う溢水量

（8/13）（コントロール建屋）【柏崎刈羽 6号及び 7号

機】 

 

 

 

 

表 2－5 地震に起因する機器の破損に伴う溢水量

（9/13）（コントロール建屋）【柏崎刈羽 6号及び 7号

機】 

 

 

 

 

・表現上の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 
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第2－5表 地震に起因する機器の破損に伴う溢水量 

（廃棄物処理建屋）【柏崎刈羽6号及び7号機】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－5 地震に起因する機器の破損に伴う溢水量

（10/13）（廃棄物処理建屋）【柏崎刈羽 6号及び 7号

機】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 
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第2－5表 地震に起因する機器の破損に伴う溢水量 

（廃棄物処理建屋）【柏崎刈羽6号及び7号機】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－5 地震に起因する機器の破損に伴う溢水量

（11/13）（廃棄物処理建屋）【柏崎刈羽 6号及び 7号

機】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 
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第2－5表 地震に起因する機器の破損に伴う溢水量 

（廃棄物処理建屋）【柏崎刈羽6号及び7号機】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－5 地震に起因する機器の破損に伴う溢水量

（12/13）（廃棄物処理建屋）【柏崎刈羽 6号及び 7号

機】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 
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第2－5表 地震に起因する機器の破損に伴う溢水量 

（廃棄物処理建屋）【柏崎刈羽6号及び7号機】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－5 地震に起因する機器の破損に伴う溢水量

（13/13）（廃棄物処理建屋）【柏崎刈羽 6号及び 7号

機】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 
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(3) 使用済燃料貯蔵プール等のスロッシングによる溢

水量について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a. 使用済燃料貯蔵プールのスロッシングについて 

使用済燃料貯蔵プールのスロッシングによる溢水量

の算出に当たっては，基準地震動Ｓｓによる地震力に

より生じるスロッシング現象を3次元流動解析により評

価し，使用済燃料貯蔵プール外へ漏えいする水量を考

慮する。また，モデル化の範囲は，原子炉建屋の使用

済燃料貯蔵プール，上部空間とし，使用済燃料貯蔵プ

ールの初期水位は，通常時より一定に管理されている

ことから，スキマーサージタンクへのオーバーフロー

水位として設定し，3次元流動解析により溢水量を算定

する。 

(3) 使用済燃料貯蔵プール等のスロッシングによる

溢水量について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a. 使用済燃料貯蔵プールのスロッシングについて 

使用済燃料貯蔵プールのスロッシングによる溢水量

の算出に当たっては，基準地震動Ｓｓによる地震力に

より生じるスロッシング現象を 3次元流動解析により

評価し，使用済燃料貯蔵プール外へ漏えいする水量を

考慮する。また，モデル化の範囲は，原子炉建屋の使

用済燃料貯蔵プール，上部空間とし，使用済燃料貯蔵

プールの初期水位は，通常時より一定に管理されてい

ることから，スキマーサージタンクへのオーバーフロ

ー水位として設定し，3次元流動解析により溢水量を

算定する。 

・差異なし 

 

【島根との差異】 

・解析条件の差異 

（島根 2号機では，使用済燃料貯蔵プール等のスロッ

シング解析において，埋設ダクトをモデル化し，プー

ル水位低下量及びスロッシング溢水量の観点から，埋

設ダクトへの流入を模擬する場合と模擬しない場合の

解析ケースについて評価を実施しているが，6号機で

は，埋設ダクトが設置されていないことから，埋設ダ

クトへの流入を模擬する場合の評価は実施していな

い。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（島根 2号機は，解析条件（モデル化範囲，プール初

期水位）の内容を後段（31ページ）に記載してい

る。） 

（6 号機は 7号機と横並びを図った記載としている。） 
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原子炉建屋の使用済燃料貯蔵プールの配置図を第2－

1図に，原子炉建屋断面図を第2－2図に使用済燃料貯蔵

プールの概念図を第2－3図に示す。 

使用済燃料貯蔵プールスロッシングの三次元流動解

析条件を第2－6表に，使用済燃料貯蔵プールスロッシ

ングによる解析値及び内部溢水影響評価用の溢水量を

第2－7表に示す。 

 

 

 

 

 

 

評価に用いる汎用熱流体解析コードFluentの検証，

妥当性確認等の概要については，別紙1「計算機プログ

ラム（解析コード）の概要」に示す。 

 

原子炉建屋の使用済燃料貯蔵プールの配置図を図 2

－1に，原子炉建屋断面図を図 2－2に使用済燃料貯蔵

プールの概念図を図 2－3に示す。 

使用済燃料貯蔵プールスロッシングの 3次元流動解

析条件を表 2－6に，使用済燃料貯蔵プールスロッシ

ングによる解析値及び内部溢水影響評価用の溢水量を

表 2－7 に示す。 

 

 

 

 

 

 

評価に用いる汎用熱流体解析コード Fluentの検

証，妥当性確認等の概要については，別紙 1「計算機

プログラム（解析コード）の概要」に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 

 

 

 

 

 

 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（6 号機は，解析条件（モデル化範囲，プール初期水

位）の内容を前段（30ページ）に記載している。） 

（6 号機は 7号機と横並びを図った記載としている。） 
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第 2－1図 使用済燃料貯蔵プール配置図 

 

 

第2－2図 原子炉建屋断面図（EW断面） 

 

 
 

図 2－1 使用済燃料貯蔵プール配置図 

 

 

 

図 2－2 原子炉建屋断面図（EW断面） 

 

・表現上の差異 

 

【島根との差異】 

・躯体形状の差異 

（島根 2号機と 6号機で躯体形状が異なる。以下同様。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 
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第2－3図 使用済燃料貯蔵プール概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2－3 使用済燃料貯蔵プール概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 
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第2－6表 三次元流動解析に用いた評価条件 

 

 

第2－7表 使用済燃料貯蔵プールのスロッシングによ

る内部溢水影響評価用の溢水量 

 

 

b. 原子炉ウェル，機器貯蔵ピットを考慮した溢水量

について 

原子炉ウェル及び機器貯蔵ピットに水が張られた状

態における溢水量については，「a.  使用済燃料貯蔵

プールのスロッシングについて」に記載した解析より

算出された溢水量（639m3）の約1.5倍と過去の解析結

果を基に設定する。原子炉ウェル及び機器貯蔵ピット

を考慮した溢水量は960m3とする。 

表 2－6 3次元流動解析に用いた評価条件 

 
 

表 2－7 使用済燃料貯蔵プールのスロッシングによる

内部溢水影響評価用の溢水量 

 

 

b. 原子炉ウェル，機器貯蔵ピットを考慮した溢水量

について 

原子炉ウェル及び機器貯蔵ピットに水が張られた状

態における溢水量については，「a.  使用済燃料貯蔵

プールのスロッシングについて」に記載した解析より

算出された溢水量（631m3）の約 1.5倍と過去の解析結

果を基に設定する。原子炉ウェル及び機器貯蔵ピット

を考慮した溢水量は 950m3とする。 

・表現上の差異 

 

【島根との差異】 

・解析条件の差異 

（立地地域の違いやスロッシング固有周期の違いによ

り，島根 2号機と 6号機で，解析に用いる評価用地震

動が異なる。以下同様。） 

（島根 2号機では，使用済燃料貯蔵プール等のスロッ

シング解析において，埋設ダクトをモデル化し，プー

ル水位低下量及びスロッシング溢水量の観点から，埋

設ダクトへの流入を模擬する場合と模擬しない場合の

解析ケースについて評価を実施しているが，6号機で

は，埋設ダクトが設置されていないことから，埋設ダ

クトへの流入を模擬する場合の評価は実施していな

い。） 

 

 

・表現上の差異 

 

・設備設計の差異 

（設工認申請号機の違いによる評価結果の差異） 

 

 

 

 

 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（島根 2号機は燃料プール，原子炉ウェル及び DSPのス

ロッシング溢水量を 3 次元流動解析結果から設定して

いるが，6号機は使用済燃料貯蔵プールのスロッシング

溢水量の約 1.5 倍と過去の解析結果を基に設定してい

る。以下同様。） 
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【島根との差異】 

・設備構成の差異 

（6 号機は「サイトバンカ貯蔵プール」を設置していな

い。以下同様。） 
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【島根との差異】 

・設備構成の差異 

（6 号機は「輪谷貯水槽（東側）のスロッシング」を設

置していない。以下同様。） 
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 (4) タービン建屋の循環水ポンプを設置するエリアに

おける溢水量について 

循環水系配管の伸縮継手の破損箇所からの津波の溢

水量の算出に当たっては，循環水ポンプ吐出弁部伸縮

継手及び循環水ポンプ吐出連絡弁部伸縮継手の全円周

状の破損を想定する。なお，溢水流量は，ポンプ全揚

程と循環水ポンプを設置するエリアの浸水水位の水頭

差の変動により常に変動している。溢水量の算出に当

たっては，地震発生から循環水ポンプ停止までの流量

を溢水流量が最大となる溢水発生直後の値とし，第2－

8表に示す。 

 

第2－8表 タービン建屋の循環水ポンプを設置するエ

リアにおける溢水量 

 

 

(5) タービン建屋の復水器を設置するエリアにおける

溢水量について 

タービン建屋の復水器を設置するエリアにおける溢

水量については，循環水配管伸縮継手の全円周状破損

箇所からの溢水流量に溢水発生から検知までに要する

時間及び漏えい検知後から隔離に要する時間を乗じた

溢水量に隔離後の系統保有水量を加え算出する。 

 

循環水系隔離システムは，復水器周りで発生した溢

水を検知し，循環水ポンプを停止するとともに復水器

水室出入口弁を閉止するインターロックにより，隔離

する機能を有する。循環水系隔離システムの詳細な設

計については，Ⅴ-1-1-9-5「溢水防護に関する施設の

詳細設計」に示す。 

地震発生から破損箇所の隔離に要する時間，地震発

生から破損箇所の隔離までの溢水量及び復水器保有水

(4) タービン建屋の循環水ポンプを設置するエリア

における溢水量について 

循環水系配管の伸縮継手の破損箇所からの津波の溢

水量の算出に当たっては，循環水ポンプ吐出弁部伸縮

継手及び循環水ポンプ吐出連絡弁部伸縮継手の全円周

状の破損を想定する。なお，溢水流量は，ポンプ全揚

程と循環水ポンプを設置するエリアの浸水水位の水頭

差の変動により常に変動している。溢水量の算出に当

たっては，地震発生から循環水ポンプ停止までの流量

を溢水流量が最大となる溢水発生直後の値とし，表 2

－8に示す。 

 

表 2－8 タービン建屋の循環水ポンプを設置するエリ

アにおける溢水量 

 

 

(5) タービン建屋の復水器を設置するエリアにおけ

る溢水量について 

タービン建屋の復水器を設置するエリアにおける溢

水量については，循環水配管伸縮継手の全円周状破損

箇所からの溢水流量に溢水発生から検知までに要する

時間及び漏えい検知後から隔離に要する時間を乗じた

溢水量に隔離後の系統保有水量を加え算出する。 

 

循環水系隔離システムは，復水器周りで発生した溢

水を検知し，循環水ポンプを停止するとともに復水器

水室出入口弁を閉止するインターロックにより，隔離

する機能を有する。循環水系隔離システムの詳細な設

計については，Ⅵ-1-1-9-5「溢水防護に関する施設の

詳細設計」に示す。 

地震発生から破損箇所の隔離に要する時間，地震発

生から破損箇所の隔離までの溢水量及び復水器保有水

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（島根 2号機は，「取水槽循環水ポンプエリアからの溢

水に対する評価方法」を「Ⅵ-1-1-9-4 溢水影響に関

する評価 2.3.2 取水槽循環水ポンプエリアからの溢

水に対する評価」に記載している。） 

 

 

 

・表現上の差異 

 

 

・表現上の差異 

 

・設備設計の差異 

（設工認申請号機の違いによる評価結果の差異） 

 

 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（島根 2号機は，「タービン建物（復水器を設置するエ

リア）からの溢水評価方法」を「Ⅵ-1-1-9-4 溢水影

響に関する評価 2.3.1.1 タービン建物（復水器を設

置するエリア）からの溢水評価」に記載している。） 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 
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量を第2－9表に示す。 

 

第2－9表 地震発生から破損箇所の隔離に要する時間 

 

 

 

(6) タービン建屋のタービン補機冷却水系熱交換器を

設置するエリアにおける溢水量について 

タービン建屋のタービン補機冷却水系熱交換器を設

置するエリアにおける溢水量については，タービン補

機冷却海水配管の破損箇所からの溢水流量に溢水発生

から検知までに要する時間及び漏えい検知後から隔離

に要する時間を乗じた溢水量に隔離後の系統保有水量

を加え算出する。タービン補機冷却海水系隔離システ

ムは，タービン補機冷却水系熱交換器を設置するエリ

アで発生した溢水を検知し，タービン補機冷却海水ポ

ンプを停止するとともにタービン補機冷却海水ポンプ

吐出弁を閉止するインターロックにより，隔離する機

能を有する。タービン補機冷却海水系隔離システムの

詳細な設計については，Ⅴ-1-1-9-5「溢水防護に関す

る施設の詳細設計」に示す。地震発生から破損箇所の

隔離に要する時間及び地震発生から破損箇所の隔離ま

での溢水量を第2－10表に示す。 

 

 

 

 

 

量を表 2－9に示す。 

 

表 2－9 地震発生から破損箇所の隔離に要する時間と

溢水量 

 

 

(6) タービン建屋のタービン補機冷却水系熱交換器

を設置するエリアにおける溢水量について 

タービン建屋のタービン補機冷却水系熱交換器を設

置するエリアにおける溢水量については，タービン補

機冷却海水配管の破損箇所からの溢水流量に溢水発生

から検知までに要する時間及び漏えい検知後から隔離

に要する時間を乗じた溢水量に隔離後の系統保有水量

を加え算出する。タービン補機冷却海水系隔離システ

ムは，タービン補機冷却水系熱交換器を設置するエリ

アで発生した溢水を検知し，タービン補機冷却海水ポ

ンプを停止するとともにタービン補機冷却海水ポンプ

吐出弁を閉止するインターロックにより，隔離する機

能を有する。タービン補機冷却海水系隔離システムの

詳細な設計については，Ⅵ-1-1-9-5「溢水防護に関す

る施設の詳細設計」に示す。地震発生から破損箇所の

隔離に要する時間及び地震発生から破損箇所の隔離ま

での溢水量を表 2－10に示す。 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 

 

・表現上の差異 

 

・設備設計の差異 

（設工認申請号機の違いによる評価結果の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

【島根との差異】 

・設計方針の差異 

（島根 2 号機では，タービン建物（Ｓクラスの設備を

設置するエリア（西））及び取水槽循環水ポンプエリア

において，タービン補機冷却海水系配管の破損時に検

知及び自動隔離を行うための「タービン補機冷却海水

系隔離システム」を，耐津波設計に係る工認審査ガイ

ド上の浸水防止設備と整理し，「Ⅵ-1-1-3-2 津波への

配慮に関する説明書」にその詳細を記載している。） 

 

 

 

 

・表現上の差異 

 

 

・表現上の差異 
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第2－10表 地震発生から破損箇所の隔離に要する時間 

 

表 2－10 地震発生から破損箇所の隔離に要する時間

と溢水量 

 

・表現上の差異 

・設備設計の差異 

（設工認申請号機の違いによる評価結果の差異） 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（6 号機は 7号機と横並びを図った記載としている。） 

   

 

  

 

 

 

   

  

 

2.4 その他の要因（地下水の流入，地震以外の自然現

象，機器の誤作動等）により生じる溢水 

その他の溢水については，地下水の流入，地震以外

の自然現象に伴う溢水，淡水貯水池からの溢水，機器

の誤作動，弁グランド部及び配管フランジ部からの漏

えい事象等を想定する。 

なお，隣接する６号機の建屋内で発生する溢水は，

７号機の防護すべき設備の要求される機能へ影響を与

えないため考慮しない。 

 

(1) 地下水の流入による溢水 

地下水については，7号機地下水排水設備の停止によ

り，建屋周辺の水位が周辺の地下水水位まで上昇する

ことを想定し，建屋外周部における壁，扉，堰等によ

り溢水防護区画を内包する建屋内への流入を防止する

とともに，地震による建屋外周部からの地下水の流入

の可能性を安全側に考慮しても，防護すべき設備が安

全機能を損なわない設計とする。さらに，建屋基礎下

に設置している集水配管により，サブドレンピットに

集水する設計とし，周囲の地下水位を考慮しても防護

すべき設備を内包する建屋内へ地下水が流入しないよ

う，7号機地下水排水設備により排水することが可能な

設計となっており，防護すべき設備が要求される機能

を損なうおそれがある溢水事象となることはない。 

 

7号機地下水排水設備は，基準地震動Ｓｓによる地震

力に対してその機能を損なわない設計とすることか

ら，地震時でも機能喪失することなく，地下水を排水

2.4 その他の要因（地下水の流入，地震以外の自然

現象，機器の誤作動等）により生じる溢水 

その他の溢水については，地下水の流入，地震以外

の自然現象に伴う溢水，淡水貯水池からの溢水，機器

の誤作動，弁グランド部及び配管フランジ部からの漏

えい事象等を想定する。 

なお，隣接する 7号機の建屋内で発生する溢水は，

6号機の防護すべき設備の要求される機能へ影響を与

えないため考慮しない。 

 

(1) 地下水の流入による溢水 

地下水については，6号機地下水排水設備のうちサ

ブドレンポンプの停止により，建屋周辺の水位が周辺

の地下水水位まで上昇することを想定し，建屋外周部

における壁，扉，堰等により溢水防護区画を内包する

建屋内への流入を防止するとともに，地震による建屋

外周部からの地下水の流入の可能性を安全側に考慮し

ても，防護すべき設備が安全機能を損なわない設計と

する。さらに，建屋基礎下に設置している集水配管に

より，サブドレンピットに集水する設計とし，周囲の

地下水位を考慮しても防護すべき設備を内包する建屋

内へ地下水が流入しないよう，6号機地下水排水設備

及び 7 号機地下水排水設備（サブドレンピット，集水

管及びサブドレン管）により排水することが可能な設

計となっており，防護すべき設備が要求される機能を

損なうおそれがある溢水事象となることはない。 

6号機地下水排水設備及び 7号機地下水排水設備

（サブドレンピット，集水管及びサブドレン管）は，

・表現上の差異 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 

（設工認申請号機の違いによる差異） 

 

 

 

・表現上の差異 

（設備名称の差異） 

 

島根との差異】 

・表現上の差異 

（島根 2号機は「地下水位低下設備」，6号機は「地下

水排水設備」と記載している。） 

（島根 2号機は「ドレーン」，6号機は「集水配管」と

記載している。以下同様。） 

（島根 2号機は「揚水井戸」，6号機は「サブドレンピ

ット」と記載している。以下同様。） 

 

・記載の適正化 

（6 号機地下水排水設備については，6 号機設計が進

捗したことにより 7 号機地下水排水設備の一部を共用

設備とすることが確定したため，その旨を追記。） 
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可能な設計とする。 

 

 

 

(2) 地震以外の自然現象に伴う溢水 

各自然現象による溢水影響としては，降水のような

プラントへの直接的な影響と，飛来物による屋外タン

ク等の破壊のような間接的な影響が考えられる。間接

的な影響に関しては，設置位置や保有水量等を鑑み，

純水タンク・ろ過水タンクを自然現象による影響を確

認する対象とする。 

想定される自然現象による直接的影響及び間接的影

響をそれぞれ整理し，第2－11表に示す。結果として，

いずれの影響に対しても現状の設計にて問題がないこ

と，又は現状の評価で包絡されることを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準地震動Ｓｓによる地震力に対してその機能を損な

わない設計とすることから，地震時でも機能喪失する

ことなく，地下水を排水可能な設計とする。 

 

(2) 地震以外の自然現象に伴う溢水 

各自然現象による溢水影響としては，降水のような

プラントへの直接的な影響と，飛来物による屋外タン

ク等の破壊のような間接的な影響が考えられる。間接

的な影響に関しては，設置位置や保有水量等を鑑み，

純水タンク・ろ過水タンクを自然現象による影響を確

認する対象とする。 

想定される自然現象による直接的影響及び間接的影

響をそれぞれ整理し，表 2－11に示す。結果として，

いずれの影響に対しても現状の設計にて問題がないこ

と，又は現状の評価で包絡されることを確認した。 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（6 号機は 7号機と横並びを図った記載としている。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 
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第2－11表 自然現象による溢水影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－11 自然現象による溢水影響（1/6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の適正化 

（「表 2-11 自然現象による溢水影響」は，「(2) 地

震以外の自然現象に伴う溢水」に関する表であるた

め，「地震」の項目を省略。） 

 

【島根との差異】 

・設備設計の差異 

（立地地域の違い等により，自然現象による溢水影響が

異なる。以下同様。） 
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第2－11表 自然現象による溢水影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－11 自然現象による溢水影響（2/6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 
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第2－11表 自然現象による溢水影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－11 自然現象による溢水影響（3/6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 
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第2－11表 自然現象による溢水影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－11 自然現象による溢水影響（4/6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 
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第2－11表 自然現象による溢水影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－11 自然現象による溢水影響（5/6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 
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第2－11表 自然現象による溢水影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2－11 自然現象による溢水影響（6/6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 
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(3) 淡水貯水池送水設備からの溢水 

淡水貯水池は基準地震動Ｓｓに対して機能維持でき

るように設計されており，送水設備はダクタイル鋳鉄

管及びホースにより構成されており柔構造であるた

め，地震に起因する機器の破損等により生じる溢水は

考えにくいことから，溢水影響を評価するために想定

する機器の破損等により生じる溢水として，送水設備

である淡水貯水池出口弁の上流側のダクタイル鋳鉄管

が破損した場合の影響を評価する。 

送水設備からの溢水量の算出については，以下の式

により算出された値とする。 

なお，断面積については，送水配管である直径150mm

の配管とする。また，水頭については，常時淡水貯水

池に貯められている水位である5mとし，水頭は水の流

出とともに低下していくが，ここでは保守的に水頭は

一定として評価する。 

Q＝A×（2×g×h）1/2×3600 

 ＝（0.152×π/4）×（2×9.81×5）1/2×3600 

 ≒640 

 

Q：流出流量（m3/h） A：断面積（m2） g：重力加速

度（m/s2） h：水頭(m) 

 

 

 

(4) 機器の誤作動や弁グランド部，配管フランジ部か

らの漏えい事象 

機器の誤作動や弁グランド部，配管フランジ部から

の漏えい事象については，基本的に漏えい検知システ

ムや床ドレンファンネルからの排水等により，防護す

べき設備の安全機能が損なわれない程度の溢水に抑え

る設計とすることから溢水事象となることはない。 

 

 

(3) 淡水貯水池送水設備からの溢水 

淡水貯水池は基準地震動Ｓｓに対して機能維持でき

るように設計されており，送水設備はダクタイル鋳鉄

管及びホースにより構成されており柔構造であるた

め，地震に起因する機器の破損等により生じる溢水は

考えにくいことから，溢水影響を評価するために想定

する機器の破損等により生じる溢水として，送水設備

である淡水貯水池出口弁の上流側のダクタイル鋳鉄管

が破損した場合の影響を評価する。 

送水設備からの溢水量の算出については，以下の式

により算出された値とする。 

なお，断面積については，送水配管である直径

150mmの配管の断面積とする。また，水頭について

は，常時淡水貯水池に貯められている水位である 5m

とし，水頭は水の流出とともに低下していくが，ここ

では保守的に水頭は一定として評価する。 

Ｑ=Ａ×（2×ｇ×ｈ）1/2×3600 

 ＝（0.152×π/4）×（2×9.81×5）1/2×3600 

 ≒640 

 

Ｑ：流出流量(m3/h) 

Ａ：破断面積(m2) 

ｇ：重力加速度(m/s2) 

ｈ：水頭(m) 

 

(4) 機器の誤作動や弁グランド部，配管フランジ部

からの漏えい事象 

機器の誤作動や弁グランド部，配管フランジ部から

の漏えい事象については，基本的に漏えい検知システ

ムや床ドレンファンネルからの排水等により，防護す

べき設備の安全機能が損なわれない程度の溢水に抑え

る設計とすることから溢水事象となることはない。 

 

【島根との差異】 

・設備構成の差異 

（島根 2号機は「淡水貯水池送水設備」を設置してい

ない。以下同様。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 
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3. 溢水防護区画及び溢水経路の設定 

溢水防護に対する評価対象区画を溢水防護区画と

し，防護すべき設備が設置されている全ての区画並び

に中央制御室及び現場操作が必要な設備へのアクセス

通路について設定する。溢水防護区画は壁，扉，堰，

床段差等，又はそれらの組み合わせによって他の区画

と分離される区画として設定し，溢水防護区画を構成

する壁，扉，堰，床段差等については，現場の設備等

の設置状況を踏まえ，溢水の伝播に対する評価条件を

設定する。設定した溢水防護区画は，Ⅴ-1-1-9-2「防

護すべき設備の設定」の第2－1図に示す。 

溢水経路の設定は，溢水防護区画とその他の区画と

の間における伝播経路となる扉，壁貫通部，天井貫通

部，床面貫通部，床ドレン等の連接状況及びこれらに

対する溢水防護措置を踏まえ，溢水防護区画内の水位

が最も高くなるように保守的に設定する。 

上層階から下層階への伝播に関しては，全量が伝播

するものとし，溢水経路を構成する壁，扉，堰，床段

差等は，基準地震動による地震力等の溢水の要因とな

る事象に伴い生じる荷重や環境に対し，必要な健全性

を維持できるとともに，保守管理及び水密扉閉止等の

運用を適切に実施することにより溢水の伝播を防止で

きるものとする。また，貫通部に実施した流出及び流

入防止対策も同様に，基準地震動による地震力等の溢

水の要因となる事象に伴い生じる荷重や環境に対し，

必要な健全性を維持できるとともに，保守管理を適切

に実施することにより溢水の伝播を防止できるものと

する。 

3. 溢水防護区画及び溢水経路の設定 

溢水防護に対する評価対象区画を溢水防護区画と

し，防護すべき設備が設置されている全ての区画並び

に中央制御室及び現場操作が必要な設備へのアクセス

通路について設定する。溢水防護区画は壁，扉，堰，

床段差等，又はそれらの組み合わせによって他の区画

と分離される区画として設定し，溢水防護区画を構成

する壁，扉，堰，床段差等については，現場の設備等

の設置状況を踏まえ，溢水の伝播に対する評価条件を

設定する。設定した溢水防護区画は，Ⅵ-1-1-9-2「防

護すべき設備の設定」の図 2－1に示す。 

溢水経路の設定は，溢水防護区画とその他の区画と

の間における伝播経路となる扉，壁貫通部，天井貫通

部，床貫通部，床ドレン等の連接状況及びこれらに対

する溢水防護措置を踏まえ，溢水防護区画内の水位が

最も高くなるように保守的に設定する。 

上層階から下層階への伝播に関しては，全量が伝播

するものとし，溢水経路を構成する壁，扉，堰，床段

差等は，基準地震動による地震力等の溢水の要因とな

る事象に伴い生じる荷重や環境に対し，必要な健全性

を維持できるとともに，保守管理及び水密扉閉止等の

運用を適切に実施することにより溢水の伝播を防止で

きるものとする。また，貫通部に実施した流出及び流

入防止対策も同様に，基準地震動による地震力等の溢

水の要因となる事象に伴い生じる荷重や環境に対し，

必要な健全性を維持できるとともに，保守管理を適切

に実施することにより溢水の伝播を防止できるものと

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表現上の差異 
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3.1 溢水防護区画内漏えいでの溢水経路 

溢水防護区画内で発生する溢水に対しては，床ドレ

ン，貫通部，扉から他区画への流出は想定しない（床

ファンネル，機器ハッチ，開口扉等のように定量的に

他区画への流出を確認できる場合は除く。）保守的な条

件で溢水経路を設定し，溢水防護区画内の溢水水位を

算出する。 

溢水評価を行う場合の各構成要素の溢水に対する考

え方を以下に示す。 

 

(1) 床ドレン 

溢水防護区画内に床ドレン配管が設置され，他の区

画とつながっている場合でも，目皿が 1つの場合は，

他の区画への流出は想定しない。ただし，同一区画に

目皿が複数ある場合は，必要に応じて流出量の最も大

きい床ドレン配管 1本を除き，それ以外からの流出を

期待する。 

 

(2) 床面開口部及び床貫通部 

溢水防護区画床面に開口部又は貫通部が設置されて

いる場合であっても，床開口部又は貫通部から他の区

画への流出は考慮しない。ただし，溢水防護区画の床

面開口部であって，明らかに流出が期待できることを

定量的に確認できる場合は，評価対象区画から他の区

画への流出を期待する。 

 

(3) 壁貫通部 

溢水防護区画の境界壁に貫通部が設置され，隣の区

画との貫通部が溢水による水位より低い位置にある場

合であっても，その貫通部からの流出は考慮しない。 

 

 

 

 

 

3.1 溢水防護区画内漏えいでの溢水経路 

溢水防護区画内で発生する溢水に対しては，床ドレ

ン，貫通部，扉から他区画への流出は想定しない（床

ファンネル，機器ハッチ，開口扉等のように定量的に

他区画への流出を確認できる場合は除く。）保守的な

条件で溢水経路を設定し，溢水防護区画内の溢水水位

を算出する。 

溢水評価を行う場合の各構成要素の溢水に対する考

え方を以下に示す。 

 

(1) 床ドレン 

溢水防護区画内に床ドレン配管が設置され，他の区

画とつながっている場合でも，目皿が 1つの場合は，

他の区画への流出は想定しない。ただし，同一区画に

目皿が複数ある場合は，必要に応じて流出量の最も大

きい床ドレン配管 1本を除き，それ以外からの流出を

期待する。 

 

(2) 床面開口部及び床貫通部 

溢水防護区画床面に開口部又は貫通部が設置されて

いる場合であっても，床開口部又は貫通部から他の区

画への流出は考慮しない。ただし，溢水防護区画の床

面開口部であって，明らかに流出が期待できることを

定量的に確認できる場合は，評価対象区画から他の区

画への流出を期待する。 

 

(3) 壁貫通部 

溢水防護区画の境界壁に貫通部が設置され，隣の区

画との貫通部が溢水による水位より低い位置にある場

合であっても，その貫通部からの流出は考慮しない。 

 

 

 

 

 

・差異なし 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（島根 2号機は「床ドレン配管」，6号機は「床ドレン」

と記載している。） 

（島根 2号機は「目皿」，6号機は「床ファンネル」と

記載している。） 
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(4) 扉 

溢水防護区画に扉が設置されている場合であって

も，当該扉から他の区画等への流出は考慮しない。た

だし，以下の場合には当該扉の下部枠高さを超える溢

水について他の区画への流出を期待する。 

・常時開の扉 

・区画内に消火栓がなく，区画外の消火栓を用いて当

該区画の扉を開放して消火活動を行う場合 

 

(5) 堰，壁及び床 

他の区画への流出は期待しない。 

(6) 排水設備 

溢水防護区画に排水設備が設置されている場合であ

っても，当該区画からの流出は期待しない。 

(4) 扉 

溢水防護区画に扉が設置されている場合であって

も，当該扉から他の区画等への流出は考慮しない。た

だし，以下の場合には当該扉の下部枠高さを超える溢

水について他の区画への流出を期待する。 

・常時開の扉 

・区画内に消火栓がなく，区画外の消火栓を用いて当

該区画の扉を開放して消火活動を行う場合 

 

(5) 堰，壁及び床 

他の区画への流出は期待しない。 

(6) 排水設備 

溢水防護区画に排水設備が設置されている場合であ

っても，当該区画からの流出は期待しない。 

・差異なし 

 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（6 号機は 7号機と横並びを図った記載としている。） 

 

 

 

 

 

 

【島根との差異】 

・設計方針の差異 

（6 号機は「浸水防護施設」として「排水設備」を設

置していない。） 

   

  

  

 

 

   

3.2 溢水防護区画外漏えいでの溢水経路 

溢水防護区画外で発生する溢水に対しては，床ドレ

ン，開口部，貫通部及び扉を通じた溢水防護区画内へ

の流入が最も多くなるよう（流入防止対策が施されて

いる場合は除く。）保守的な条件で溢水経路を設定し，

溢水防護区画内の溢水水位を算出する。 

なお，火災により貫通部の止水機能が損なわれる場

合には，当該貫通部からの消火水の流入を考慮する。

消火活動により区画の扉を開放する場合は，開放した

扉からの消火水の伝搬を考慮する。 

溢水評価を行う場合の各構成要素の溢水に対する考

え方を以下に示す。 

 

(1) 床ドレン 

溢水防護区画の床ドレン配管が他の区画とつながっ

ている場合であって，他の区画の溢水水位が溢水防護

区画より高い場合は，水位差によって発生する流入量

を考慮する。ただし，溢水防護区画内に設置されてい

る床ドレン配管に逆流防止措置が施されている場合

3.2 溢水防護区画外漏えいでの溢水経路 

溢水防護区画外で発生する溢水に対しては，床ドレ

ン，開口部，貫通部及び扉を通じた溢水防護区画内へ

の流入が最も多くなるよう（流入防止対策が施されて

いる場合は除く。）保守的な条件で溢水経路を設定

し，溢水防護区画内の溢水水位を算出する。 

なお，火災により貫通部の止水機能が損なわれる場

合には，当該貫通部からの消火水の流入を考慮する。

消火活動により区画の扉を開放する場合は，開放した

扉からの消火水の伝搬を考慮する。 

溢水評価を行う場合の各構成要素の溢水に対する考

え方を以下に示す。 

 

(1) 床ドレン 

溢水防護区画の床ドレン配管が他の区画とつながっ

ている場合であって，他の区画の溢水水位が溢水防護

区画より高い場合は，水位差によって発生する流入量

を考慮する。ただし，溢水防護区画内に設置されてい

る床ドレン配管に逆流防止措置が施されている場合

・差異なし 

 

【島根との差異】 

・表現上の差異 

（島根 2号機は「床ドレン配管」，6号機は「床ドレン」

と記載している。） 
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島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 備考 

  

 

   

  

 

   

  

 

   

 

 

   

  

 

   

  

 

   

 

は，その効果を期待する。 

 

(2) 天井面開口部及び貫通部 

評価対象区画の天井面に開口部又は貫通部がある場

合は，上部の区画で発生した溢水量の全量が流入する

ものとする。 

 

(3) 壁貫通部 

溢水防護区画の境界壁の貫通部が溢水による水位よ

り低い位置にある場合は，その貫通部から流入を考慮

する。 

 

(4) 扉 

扉については，区画外からの流入を考慮する。 

 

(5) 堰 

溢水防護区画境界に堰が設置されている場合は，堰

高さが溢水による水位より低い位置にある場合は，そ

の堰からの流入を考慮する。 

 

(6) 壁及び床 

発生が想定される荷重に対し，健全性を確認できる

場合は，溢水の流入防止を期待する。 

 

(7) 排水設備 

評価対象区画に排水設備が設置されている場合であ

っても，当該区画の排水は考慮しない。 
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っても，当該区画の排水は考慮しない。 

・差異なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【島根との差異】 

・設計方針の差異 

（6 号機は「浸水防護施設」として「排水設備」を設

置していない。） 

 

 

 

 

 

 
  




